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●
内
容
　
次
の
よ
う
な
「
ケ

シ
」
を
見
か
け
た
人
は
、

問
い
合
わ
せ
先
か
保
健

所
、
警
察
署
に
連
絡
を

▽
草
丈
が
１
㍍
以
上

▽
全
体
が
白
っ
ぽ
い
緑
色

で
、
毛
が
な
い

●
お
題
　「
野
」

●
詠
進
要
領

▽
お
題
を
詠
み
込
ん
だ
自
作

の
短
歌
。
１
人
１
首
、
未

発
表
の
も
の

▽
書
式
は
半
紙
を
横
長
に
使

用
。
右
半
分
に
「
お
題
」

と
短
歌
、
左
半
分
に
「
郵

便
番
号
、
住
所
、
電
話
番

号
、
氏
名
（
本
名
、
ふ
り

が
な
）、生
年
月
日
、性
別
、

職
業
」
を
明
記

＊
記
載
は
全
て
毛
筆
で
縦
書

き
＊
詳
細
は
、
宮
内
庁
ＨＰ

http://w
w

w
.kunai 

cho.go.jp/

で
確
認
か

問
い
合
わ
せ
を

●
詠
進
期
間
　
９
月
30
日

（
金
）
消
印
有
効

●
詠
進
先
　
宮
内
庁

▽
郵
送
＝
〒
１
０
０
・
８
１

１
１
／
東
京
都
千
代
田
区

千
代
田
１
・
１

＊
封
筒
に
「
詠
進
歌
」
と
表

記
■
問
い
合
わ
せ
先

　
宮
内
庁
式
部
職

　
儀
式
第
二
係

☎
03
（
３
２
１
３
）
１
１

１
１

地
島
の
良
さ
を
満
喫地島

椿
ま
つ
り

　
今
年
で
15
回
目
を
迎
え

た
地
島
椿
ま
つ
り
が
、
３

月
12
日
、
泊
地
区
（
泊

港
）
を
メ
ー
ン
会
場
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
メ
デ
ィ
ア

で
紹
介
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ

て
、
雨
天
に
も
関
わ
ら
ず
、 

５
０
０
人
を
超
え
る
来
島
者

が
あ
り
ま
し
た
。

　
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン

ト
は
、
午
前
の
部
の

内
容
を
一
部
変
更
、

午
後
の
部
は
、
雨
脚

も
強
ま
り
、
全
て
の

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が

中
止
に
。
そ
れ
で
も

午
前
中
は
、
１
時
間

程
度
の
晴
れ
間
の

中
、
地
島
ゆ
り
の
樹

幼
稚
園
の
園
児
、
地

島
小
学
校
児
童
に
よ

る
ス
テ
ー
ジ
発
表
、
地
元

青
壮
年
部
に
よ
る
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
で
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

　
出
店
テ
ン
ト
で
は
、
地

島
特
産
の
ワ
カ
メ
や
椿

油
、
そ
の
他
多
く
の
海
産

物
な
ど
を
販
売
。
た
く
さ

ん
の
お
土
産
を
手
に
、
来

島
者
は
島
を
後
に
し
ま
し

た
。

　
来
年
も
み
な
さ
ん
の
来

場
を
待
っ
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
商
工
観
光
課

　
元
気
な
島
づ
く
り
係

☎
（
72
）
２
２
１
１

束の間の晴れ間で実施したステージイベント

食
の
大
切
さ
を
伝
授

コ
ウ
ケ
ン
テ
ツ
さ
ん
の
健
康
・
医
療
講
演
会

　
宗
像
ユ
リ
ッ
ク
ス
で
２

月
20
日
、
健
康
・
医
療
講

演
会
を
開
催
。
６
２
０
人

が
来
場
し
ま
し
た
。
講
師

は
、
料
理
研
究
家
の
コ
ウ
ケ

ン
テ
ツ
さ
ん
。「
キ
ッ
チ
ン

か
ら
始
ま
る
家
族
の
絆
」
と

題
し
た
講
演
会
で
は
、「
人

の
寿
命
（
健
康
）
は

食
べ
た
野
菜
の
量
に

比
例
す
る
」「
家
族

で
毎
日
ご
は
ん
を
食

べ
る
こ
と
で
、
家
族

の
今
の
状
態
が
よ
く

分
か
る
。
今
日
は

ち
ょ
っ
と
元
気
な
い

な
～
と
か
ね
」
と
食

の
大
切
さ
、
食
を
通

し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
重
要
さ
を

話
し
て
く
れ
ま
し

た
。

　
コ
ウ
さ
ん
は
、
宗
像
の

食
材
を
使
っ
て
レ
シ
ピ
も

考
案
。
そ
の
レ
シ
ピ
を
も

と
に
、
宗
像
市
食
生
活
改

善
推
進
会
が
試
食
コ
ー

ナ
ー
を
実
施
。
来
場
者
か

ら
は
「
食
が
大
切
と
分

か
っ
て
い
て
も
、
な
か
な

か
実
践
で
き
ず
に
い
ま
し

た
。
あ
ら
た
め
て
勉
強
に

な
り
ま
し
た
」
な
ど
と
、

喜
び
の
声
を
聞
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
国
保
医
療
課

☎
（
36
）
１
３
４
８

コウさんのユーモアのある話で会場は大盛り上がり

宗
像
の
将
来
を
担
う
人
た
ち
へ

本
の
寄
贈
式

　
明
太
子
の
「
福
太
郎
」

や
め
ん
た
い
せ
ん
べ
い

「
め
ん
べ
い
」
で
知
ら
れ

る
株
式
会
社
山
口
油
屋
福

太
郎
代
表
取
締
役
社
長
の
山

口
毅
（
た
け
し
）
さ
ん
か
ら
、

３
月
10
日
に
本
が
寄
贈
さ
れ

ま
し
た
。　

寄
贈
さ
れ
た
本

は
、「
リ
コ
ー
三
愛

グ
ル
ー
プ
」
創
始
者

の
故
・
市
村
清
さ
ん

の
著
書
「
光
は
闇
を

つ
ら
ぬ
い
て
」で
す
。

　
昭
和
の
日
本
を
代

表
す
る
経
営
者
と
し

て
活
躍
し
た
市
村
さ

ん
の
、
き
わ
め
て
波

乱
に
満
ち
た
人
生
経

験
や
人
生
観
に
つ
い

て
著
さ
れ
て
い
て
、

１
人
で
も
多
く
の
人
に
手

に
取
っ
て
も
ら
い
、
こ
の

本
を
通
し
て
市
の
将
来
を

担
う
若
い
人
た
ち
に
、
世

界
で
活
躍
す
る
人
材
に

育
っ
て
ほ
し
い
と
の
願
い

で
今
回
寄
贈
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。

　
寄
贈
さ
れ
た
35
冊
の
本

は
、
市
内
の
中
学
校
、
高

校
、
各
コ
ミ
セ
ン
、
図
書

館
な
ど
に
設
置
し
て
い
ま

す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
秘
書
政
策
課

☎
（
36
）
０
８
９
０

山口社長（中央）と谷井博美市長（右）、吉田益美議長

●
日
時
　
５
月
16
日
（
月
）

～
同
20
日
（
金
）
午
前
10

時
～
午
後
３
時
30
分

●
場
所
　
県
弁
護
士
会
天
神

弁
護
士
セ
ン
タ
ー
（
中
央

区
渡
辺
通
５
・
14
・
12
／

南
天
神
ビ
ル
２
階
）

●
定
員
　
１
０
０
人
程
度

●
申
込
開
始
日
時
　
４
月
25

日
（
月
）
午
前
９
時

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
同
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
２
（
７
４
１
）

３
２
０
８

　街道の駅 赤馬館で、宗像ゆかりの画家桑野恵さん、彫刻家の
白石隆幸さんの作品を展示します。お茶を飲みながら、ゆっく
りと美術鑑賞しませんか。

●日時　４月12日（火）～５月29日（日）10：00～17：00
＊月曜日は休館。５月２日（月）は開館
●場所　街道の駅 赤馬館・喫茶サロン
●入館料　無料

■問い合わせ先
　街道の駅　赤馬館　☎（35）4128

【桑野恵】
　大正２年生まれ。市
内小学校校長歴任後、
市文化振興協議会（現
市文化協会）初代会長
に就任。1986年に勲
五等瑞宝賞受賞。生涯
で2,000点以上の作品
を描いた。

【白石隆幸】
　昭和12年生まれ。市内中学校美術教師
歴任。1960年の第３回日本美術展覧会
以降、改組新第２回日展まで20回入選。
特選２回。福岡県展彫刻部専門委員、日
本彫刻会会員。

宗像ゆかりの芸術家の
作品に触れてみませんか

さつき松原道（1994年）

大地（2012年）

芸術家のプロフィル

国
・
県
な
ど
か
ら

不
正
大
麻
・
ケ
シ

　
　
　
　
撲
滅
運
動

平
成
29
年

歌
会
始
詠
進
歌
募
集

▽
茎
を
抱
き
込
む
よ
う
に
葉

が
生
え
て
い
る

▽
葉
が
大
き
く
長
楕
円
（
だ

え
ん
）
形
で
、
ま
わ
り
の

切
れ
込
み
が
浅
い
、
な
ど

＊
い
ず
れ
も
、
植
え
て
は
い

け
な
い
ケ
シ
の
特
徴
で
す

■
問
い
合
わ
せ
先

県
宗
像
・
遠
賀

保
健
福
祉
環
境
事
務
所

☎
（
36
）
２
０
４
５

「
憲
法
週
間
」

無
料
法
律
相
談

（
福
岡
部
会
）


